クラブカウンセラー用
　　　　　　　　　　　　　【地区委員会の役割】

　　　　　　　　　　　　　【クラブカウンセラーの役割】

　　　　　　　　　　　　　【クラブカウンセラー会議】

　　　　　　　　　　　　　【クラブカウンセラーとホストファミリー】

　　　　　　　　　　　　　【来日学生到着時の手続き】

　　　　　　　　　　　　　【来日学生の病気・ケガと保険】

　　　　　　　　　　　　　【緊急連絡先の周知徹底】

　　　　　　　　　　　　　【緊急事態発生の場合】

　　　　　　　　　　　　　【家庭生活】

　　　　　　　　　　　　　【旅　　行】

　　　　　　　　　　　　　【国際ルール；４Dルール】

　　　　　　　　　　　　　【派遣中止】

　　　　　　　　　　　　　【クラブカウンセラーの任期】

　　　　　　　　　　　　　【青少年交換プログラムの主な用語】

　　　　　　　　　　　　　【地区委員緊急連絡先】
【来日学生事務手続き（補足）】

【地区委員会の役割】

　　青少年交換プログラムは、基本的にはクラブ主体のプログラムである。

　　地区青少年交換委員会（以下、地区委員会と略す）は、プログラムを成功させるために
　　取り組み、クラブに対して出来る限りの支援をする。また、派遣および来日学生に対しては、オリエンテーションをはじめとする様々な行事を開催して、交換学生としての意識の高揚を図りアドバイスをする。

【クラブカウンセラーの役割】

１．来日学生のクラブカウンセラーは、学生本人、ホストファミリー、高校の担当教員および教育委員会と常に連絡を密にし、トラブルを未然に防止するように努める。

　　もしトラブルが発生した場合には、直ちに関係者と対策を協議し重大事に発展する前にその解決に努める。

２．クラブカウンセラーは、来日学生の学校生活、教育状況や交友関係等についてよく把握する。また、ロータリークラブの交換学生プログラムにおける来日学生の生活計画、行事、

　　指導プログラムに対する学校の理解と協力を求めるために、受け入れ高等学校およびその担当教員と連絡を密にし、できれば月に１回程度は学校を訪問して相互の意思疎通を図ることが大切である。

３．クラブカウンセラーはホストファミリーの受け入れ状況を把握し、適当な助言をするとともに、適宜ホストファミリー会議を開催してホストファミリーと交換学生、並びにホストファミリー相互の連携を図り、その違和や摩擦を防止し、また来日学生の福祉を増進する。

【クラブカウンセラー会議】

　　地区委員会では、クラブカウンセラーの会議を年数回開催する。これは青少年交換プログラムの成功のための重要な打ち合わせ会議であり、必ず出席しなければならない。

【クラブカウンセラーとホストファミリー】

　　クラブカウンセラーがホストファミリーになることは、交換学生本人にとって立場の違いもあり、できるだけ避けることが望ましい。やむを得ずホストファミリーになる場合は、

　　なるべく短期間になるように努める。

【来日学生到着時の手続き】

　１．来日学生が到着したら、まず、パスポート、復路用航空券と旅程表、生命保険証、緊急用持参金等を確認する。関西空港で在留カードを交付されているので、14日以内に在留カードを持参の上、住居地の市区町村の窓口で住民登録をする。（以前のように外国人登録をする必要はなくなった。）　　　　　　　
２．同時に国民健康保険への加入手続きをする。その際は保険料の軽減の申請をすること。
３．ホストファミリーのチェンジで住居地を変更したときは，変更後の住居地に移転した日から14日以内に在留カードを持参の上，移転先の市区町村の窓口でその住居地を住民登録をする。
【来日学生の病気・ケガと保険】

１．来日学生は、派遣地区でRIJYEM指定の保険に加入してくるが、これだけでは不十分であり、クラブのリスクを少しでもなくするため、国民健康保険に加入する。

２．来日学生のケガや病気にいつでも対処できるよう、カウンセラーは夜中でも電話連絡が取れるようにしておく。事前に打ち合せをし、ホストファミリー等には、よく説明しておく。

【緊急連絡先の周知徹底】

　　クラブカウンセラーは、地区委員会にその連絡先を登録するが、緊急の場合に24時間対応できる連絡先（電話番号）を明記する。

　　また、緊急時のために、ホストファミリー、高等学校の担当教員等の関係者にクラブカウンセラーおよび地区委員会の緊急連絡先を配布する。

【緊急事態発生の場合】

　　クラブカウンセラーは、来日学生やその家族に緊急事態が発生した場合、直ちに地区委員会担当委員に連絡をし、協力して対処する。その場合、海外との緊急連絡は、地区委員会の担当を通じて行う。場合によっては地区危機管理委員会に直接連絡も可能。
1． 重大な病気やケガは、すみやかに地区委員会担当委員に連絡する。

２．性的虐待およびハラスメン卜の申し立てがあった場合は、第2660地区性的虐待およびハラスメン卜の申し立て報告に関する指針に従って処理をする。
3． 深夜でも連絡する。誰が連絡してもよい。

【家庭生活】

１．来日当初は、言葉が不自由な事が多いので、第1ホストファミリーはできるだけ英語の話せる家庭が望ましい。

２．約束ごと、日程、時間などは、お互いにしっかり守るよう指導する。

３．門限は、地区としては午後9時としている。（ホストファミリーの都合でそれ以前とすることも可。外泊する場合でも門限を守らせる。）
４．生活様式や生活サイクルの違いを説明し、日本式に合うように指導する。

５．来日学生は原則として2-3ケ月でホストファミリーを移動するので、移動の時期や移動先について、本人に少なくとも2週間くらい前までに伝える。

６．病気やケガには十分注意を払うとともに、薬や食事のアレルギーについても十分留意する。

７．来日学生がホストファミリーを移動するときは、次のホストファミリーに必ず申し送り帳を渡すよう依頼し、クラブカウンセラーもその内容について把握しておく。

　　なお、当地区のルールについて、来日学生から誓約書をとっている。

【旅　　行】

　　来日学生には、地区外への単独旅行または来日学生だけの旅行は原則禁止する。ロータリーの行事以外で地区外に旅行に出る場合は、指定の地区外旅行届で許可を得なければならない。
【国際ルール；４Ｄルール】

　　青少年交換学生には、国際ルールとして「4Dルール」があり違反者は直ちに強制送還される。

１．〔D rive〕自動車・オートバイ・船舶・飛行機等の運転並びに操縦の禁止。

２．〔D rink〕飲酒の禁止。

３．〔D rug 〕大麻・麻薬の所持、使用の禁止。

４．〔D ate 〕恋愛・セックスの禁止。

　　カウンセラーは、これらのことについて特に注意する。

５．その他、禁止事項・責任について申請書に書かれているので参照のこと。

【派遣中止】

　　ルールや派遣地区の法律に違反した場合や、病気・けが・ノイローゼ・強度なホームシック・登校拒否などの場合には、期間中でも交換を取消し強制送還することがある。その決定は、派遣地区委員会と当地区委員会が十分な協議を重ねた結果決定される。来日学生およびホストクラブは、決定に従わなければならない。

【クラブカウンセラーの任期】

　　クラブカウンセラーの任期は、受入れ書類が届いて、あなたがカウンセラーに任命された時に始まり、来日学生が帰国した時に終了する。（ロータリー年度ではない）

【青少年交換プログラムの主な用語】

１．スポンサークラブ　；交換学生を推薦し、送り出すクラブ

２．ホストクラブ　　　；交換学生を受入れるクラブ

３．インバウンド　　　；来日交換学生　　（INBOUND）

４．アウトバウンド　　；派遣交換学生　　（OUTBOUND）

５．リ・バウンド　　　；帰国交換学生　　（REBOUND）

６．ローテックス　　　；帰国学生同窓会　（ROTEX）

【地区委員会緊急連絡先】　
· 委員長：水谷　佳代（大阪西南ロータリークラブ）090-4293-4600
· 副委員長：藤原　史嗣（東大阪西ロータリークラブ）090-5666-8285
· 副委員長：八木　雄毅（大阪西ロータリークラブ）090-9852-1479
· 副委員長：山下　真知（大阪平野ロータリークラブ）090-5963-2377
· 副委員長：住吉　依子（大阪うつぼロータリークラブ）090-1677-2224
★ ガバナー事務所（担当：中村　明維）06-6264-2660 
留学生受入れの事務手続きについて(補足)
1. 住民登録、国民健康保険加入について：留学生受入れ１週間以内で早めにお願いします。

場所：市役所、区役所

まず、住民登録をします。通常は学生単独で住民登録します。
印鑑を持たないので署名で大丈夫です。
住所欄は住所＋〇〇（HF姓）方 などと記入してください。
住民登録後、国民健康保険の加入手続きをしてください。
(その際は学生で無収入である旨伝え、保険料の軽減の申請をしてください。)

国民健康保険　保険料はホストロータリークラブが負担します。
立替えた場合は後日ホストクラブにご請求ください。
期限付きの健康保険証が発行された場合は有効期限が切れない様、更新してください。
健康保険証は本人に渡し、ビザと一緒にいつも携行する様にご指導お願いします。
できればご自宅の郵便ポストに留学生の名前を明示してください。
引越し後に留学生あて郵便物が届いた場合は、連絡・転送してあげて下さい。
2. 携帯電話の契約
学生所持のスマホを使用する場合はSIMカードのみの契約でも良いと思います。
Wi-fiルーターの契約でもいいです（直接電話はできません）。
留学生が本国から持ってきたスマホ等は通常SIMフリーなので大概のSIMカードが使えますが、使用可能かの確認は直接電話会社でご相談ください。
4GBか5GB位の通信容量（使い方で変わります）で契約期間の縛りがない方が良いと思います。
携帯電話代はホストRCクラブ負担です。
通話可能な契約にした場合、海外への直接通話できない様にしておくか、
海外に直接通話しないように指導して下さい。海外へはスカイプなどインターネットを使用して通話してもらってください。ご自宅に無線Wi-fiがあれば接続できる様にしてあげてください。
3. 学校での手続きと定期購入について
場所：通学する高校
学生証をつくります。学生証に通学区間を記入してもらいます。
学生証ができましたら通学定期を購入します。磁気カード型の定期券を購入できます。
定期を購入しましたら念のため印字面の写真かコピーをとっておいてください。
1ヶ月か3ヶ月定期を購入します。定期代はホストRCクラブ負担です。
制服・教科書を購入します。ホストRCクラブ負担です。
4. 通学の練習
ご自宅から学校までの行き方を説明し、1人で通学できるかご確認お願いします。
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